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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するための方法であ
って、
　（ａ）ホスト名に宛てられた、ユーザのネットワークからのデータを、特定のネットワ
ークサービス上にルーティングする命令を前記ユーザから受信する段階と、
　（ｂ）前記ホスト名によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスをホスト名に
従って決定する段階と、
　（ｃ）前記特定のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定する段階と、
　（ｄ）前記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを前記第２のＩＰアドレスにルーテ
ィングするよう前記ユーザのネットワーク上のルータに具体的に命令するメッセージを前
記ユーザのネットワークに送信する段階であって、それにより、前記メッセージは、前記
第１のＩＰアドレスを包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネット
ワークサービスよりも、前記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングする
ための前記ユーザのネットワーク上の前記ルータの設定をもたらす、段階と、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記決定する段階（ｂ）は、前記第１のＩＰアドレスを決定すべく、ドメイン名サービ
ス上で前記ホスト名を検索する段階を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記決定する段階（ｂ）は、さらに、ローカルキャッシュ上で前記ホスト名を検索する
段階を有し、ドメイン名サービス上で前記ホスト名を検索する前記段階は、期限切れでは
ないマッチが前記ローカルキャッシュ上で見つけられなかった場合に発生し、好ましくは
、前記特定のネットワークサービスは、前記第１のネットワークサービスであり、前記メ
ッセージによる前記設定は、前記ルータに、前記第２のネットワークサービスではなく前
記第１のネットワークサービス上に、前記第１のＩＰアドレスに宛てられた、データをル
ーティングさせる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　（ｅ）前記ホスト名が前記ドメイン名サービスから検索された後、ある時間が経過した
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と決定する段階と、
　（ｆ）前記時間が経過したと決定された場合、前記ローカルキャッシュにおいて前記ホ
スト名のエントリを期限切れにする段階と、
　をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のネットワークサービス及び前記第２のネットワークサービスは、インターネ
ットへの接続性を提供し、前記送信する段階（ｄ）は、ボーダーゲートウェイプロトコル
サービスメッセージを前記ユーザのネットワークに送信する段階を有し、
　随意に、前記第２のネットワークサービスは、サービスプロバイダのネットワークを介
して前記サービスプロバイダによって提供される、請求項１から４の何れか一項に記載の
方法。
【請求項６】
　（ａ）で受信されたデータをルーティングする前記命令は、前記第２のネットワークサ
ービス上のトラフィックが利用レベルに達した場合、前記ホスト名を有するトラフィック
を前記第１のネットワークサービスに切り替えるよう命令するビジネスルールを備え、前
記方法は、さらに、
　（ｅ）前記第２のネットワークサービス上のトラフィックが前記利用レベルに達したと
決定する段階を備え、
　段階（ｂ）－（ｄ）は、前記トラフィックが、（ｅ）において前記利用レベルに達した
と決定された場合に起こる、請求項１から５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のネットワークサービスは、前記第１のネットワークサービスの前記サービス
プロバイダとは異なる他のサービスプロバイダによって提供される、請求項５又は６に記
載の方法。
【請求項８】
　（ｅ）前記第１のネットワークサービス上で、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレ
スを有する第１のパケットを受信する段階と、
　（ｆ）前記第１のパケットの前記宛先ＩＰアドレスが前記第１のＩＰアドレスであると
決定する段階と、
　前記第１のパケットが前記第１のＩＰアドレスを有すると決定された場合、
　　（ｇ）変換済みＩＰアドレスで置き換えるべく前記第１のパケットの前記送信元ＩＰ
アドレスを変更する段階であって、それにより、前記変換済みＩＰアドレスに宛てられた
リターントラフィックは、前記第１のネットワークサービスにルーティングされる、段階
と、
　　（ｈ）前記変更された送信元ＩＰアドレスを有する前記第１のパケットを転送する段
階と、
　（ｉ）前記ネットワークのサービスプロバイダから第２のパケットを受信する段階であ
って、前記第２のパケットは、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを有する、段階
と、
　（ｊ）前記第２のパケットが前記変換済みＩＰアドレスを有すると決定する段階と、
　前記第２のパケットが前記変換済みＩＰアドレスを有すると決定された場合、
　　（ｋ）前記第１のＩＰアドレスで前記変換済みＩＰアドレスを置き換えるべく、前記
第２のパケットの前記宛先ＩＰアドレスを変更する段階と、
　　（ｌ）前記変更された宛先ＩＰアドレスを有する前記第２のパケットを転送する段階
であって、前記変更する段階（ｇ）及び前記変更する段階（ｋ）は、前記第１のネットワ
ークサービスを通って転送されたリターントラフィックが前記第１のネットワークサービ
スにルーティングされるようにする、段階と、
　をさらに備える請求項１から７の何れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
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ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するためのシステム
であって、
　ホスト名に宛てられた、前記ユーザのネットワークからのデータを前記第１のネットワ
ークサービスにルーティングする命令をユーザから受信するポータルモジュールと、
　前記ホスト名によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスを前記ホスト名に従
って決定し、前記第１のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定するＤＮＳ検
索モジュールと、
　前記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを前記第２のＩＰアドレスにルーティング
するようルーティングテーブルに具体的に命令するメッセージを前記ユーザのネットワー
クに送信するルータであって、それにより、前記メッセージは、前記第１のＩＰアドレス
を包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネットワークサービスより
も、前記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングするための前記ユーザの
ネットワーク上の前記ルータの設定をもたらす、ルータと、
　を備えるシステム。
【請求項１０】
　前記ＤＮＳ検索モジュールは、ドメイン名サービス上で前記ホスト名を検索して前記第
１のＩＰアドレスを決定する、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　ＤＮＳ検索モジュールはローカルキャッシュ上で前記ホスト名を検索し、期限切れでは
ないマッチが前記ローカルキャッシュ上で見つけられなかった場合、前記ドメイン名サー
ビス上での前記ホスト名の前記検索が発生する、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記ホスト名が前記ドメイン名サービスから検索された後、ある時間が経過したと決定
し、前記時間が経過したと決定された場合、前記ローカルキャッシュ内の前記ホスト名の
エントリを期限切れにするリフレッシュモジュールをさらに備え、好ましくは、前記メッ
セージによる前記設定は、前記ルータに、前記第２のネットワークサービスではなく前記
第１のネットワークサービス上に、前記第１のＩＰアドレスに宛てられた、データをルー
ティングさせる、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記第１のネットワークサービス及び前記第２のネットワークサービスは、インターネ
ットへの接続性を提供し、前記ルータは、ボーダーゲートウェイプロトコルサービスメッ
セージとして前記メッセージを前記ユーザのネットワークに送信し、
　随意に、前記第２のネットワークサービスは、サービスプロバイダのネットワークを介
して前記サービスプロバイダによって提供される、請求項９から１２の何れか一項に記載
のシステム。
【請求項１４】
　データをルーティングする前記命令は、前記第２のネットワークサービス上のトラフィ
ックが利用レベルに達した場合、前記ホスト名を有するトラフィックを前記第１のネット
ワークサービスに切り替えるよう命令するビジネスルールを含み、前記システムは、さら
に、
　前記第２のネットワークサービス上のトラフィックが前記利用レベルに達したと決定す
るポリシーモジュールを備え、
　前記ルータは、前記トラフィックが、（ｅ）において前記利用レベルに達したと決定さ
れた場合、前記メッセージを送信する、請求項９から１３の何れか一項に記載のシステム
。
【請求項１５】
　前記第２のネットワークサービスは、前記第１のネットワークサービスの前記サービス
プロバイダとは異なる他のサービスプロバイダによって提供される、請求項１３又は１４
に記載のシステム。
【請求項１６】
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　前記ルータは、前記第１のネットワークサービス上で、送信元ＩＰアドレス及び宛先Ｉ
Ｐアドレスを有する第１のパケットを受信し、前記第１のパケットの前記宛先ＩＰアドレ
スは前記第１のＩＰアドレスであると決定し、前記ルータはさらに、
　前記第１のパケットが前記第１のＩＰアドレスを有すると前記ルータが決定する場合：
（ｉ）変換済みＩＰアドレスに宛てられたリターントラフィックが前記第１のネットワー
クサービスにルーティングされるように、前記変換済みＩＰアドレスで置き換えるべく前
記第１のパケットの前記送信元ＩＰアドレスを変更し、（ｉｉ）前記変更された送信元Ｉ
Ｐアドレスを有する前記第１のパケットを転送するアドレス変換モジュールを備え、
　前記ルータは、前記ネットワークのサービスプロバイダから、送信元ＩＰアドレス及び
宛先ＩＰアドレスを有する第２のパケットを受信し、前記第２のパケットが前記変換済み
ＩＰアドレスを有すると決定し、
　前記アドレス変換モジュールは、前記第２のパケットが前記変換済みＩＰアドレスを有
すると前記ルータが決定する場合：（ｉ）前記第１のＩＰアドレスで前記変換済みＩＰア
ドレスを置き換えるべく前記第２のパケットの前記宛先ＩＰアドレスを変更し、（ｉｉ）
前記変更された宛先ＩＰアドレスを有する前記第２のパケットを転送し、それにより、前
記第１のパケットの送信元アドレス及び前記第２のパケットの宛先アドレスの前記変更は
、前記第１のネットワークサービスを通って転送されるべきリターントラフィックが前記
第１のネットワークサービスにルーティングされるようにする、請求項９から１５の何れ
か一項に記載のシステム。
【請求項１７】
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するための方法を少
なくとも１つの機械に実行させるプログラムであって、当該方法は、
　（ａ）ホスト名に宛てられた、前記ユーザのネットワークからのデータを特定のネット
ワークサービス上にルーティングする命令を前記ユーザから受信する段階と、
　（ｂ）前記ホスト名によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスを前記ホスト
名に従って決定する段階と、
　（ｃ）前記特定のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定する段階と、
　（ｄ）前記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを前記第２のＩＰアドレスにルーテ
ィングするよう前記ユーザのネットワーク上のルータに具体的に命令するメッセージを前
記ユーザのネットワークに送信する段階であって、それにより、前記メッセージは、前記
第１のＩＰアドレスを包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネット
ワークサービスよりも、前記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングため
の前記ユーザのネットワーク上の前記ルータの設定をもたらす、段階とを備える、
　プログラム。
【請求項１８】
　前記決定する段階（ｂ）は、
　ローカルキャッシュ上で前記ホスト名を検索する段階と、
　期限切れではないマッチが前記ローカルキャッシュ上で見つけられなかった場合、前記
第１のＩＰアドレスを決定すべく、ドメイン名サービス上で前記ホスト名を検索する段階
であって、好ましくは、前記特定のネットワークサービスは、前記第１のネットワークサ
ービスであり、前記メッセージによる前記設定は、前記ルータに、前記第２のネットワー
クサービスではなく前記第１のネットワークサービス上に、前記第１のＩＰアドレスに宛
てられた、データをルーティングさせる、段階と
　を含む、請求項１７に記載のプログラム。
【請求項１９】
　前記方法は、さらに、
　（ｅ）第１のネットワークサービス上で、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを
有する第１のパケットを受信する段階と、
　（ｆ）前記第１のパケットの前記宛先ＩＰアドレスが前記第１のＩＰアドレスであると
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決定する段階と、
　前記第１のパケットが前記第１のＩＰアドレスを有すると決定された場合：
　　（ｇ）変換済みＩＰアドレスで置き換えるべく、前記第１のパケットの前記送信元Ｉ
Ｐアドレスを変更する段階であって、それにより、前記変換済みＩＰアドレスに宛てられ
たリターントラフィックは、前記第１のネットワークサービスにルーティングされる、段
階と、
　　（ｈ）前記変更された送信元ＩＰアドレスを有する前記第１のパケットを転送する段
階と、
　（ｉ）前記ネットワークのサービスプロバイダから第２のパケットを受信する段階であ
って、前記第２のパケットは、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを有する、段階
と、
　（ｊ）前記第２のパケットが前記変換済みＩＰアドレスを有すると決定する段階と、
　前記第２のパケットが前記変換済みＩＰアドレスを有すると決定された場合：
　　（ｋ）前記第１のＩＰアドレスで前記変換済みＩＰアドレスを置き換えるべく、前記
第２のパケットの前記宛先ＩＰアドレスを変更する段階と、
　　（ｌ）前記変更された宛先ＩＰアドレスを有する前記第２のパケットを転送する段階
であって、前記変更する段階（ｇ）及び前記変更する段階（ｋ）は、前記第１のネットワ
ークサービスを通って転送されたリターントラフィックが前記第１のネットワークサービ
スにルーティングされるようにする、段階をさらに備える、
　請求項１７又は１８に記載のプログラム。
【請求項２０】
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するための方法であ
って、
　（ａ）名前によって特定されるホストに宛てられた、前記ユーザのネットワークからの
データを特定のネットワークサービスを通じてルーティングする命令をユーザから受信す
る段階と、
　（ｂ）前記名前によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスを名前に従って決
定する段階と、
　（ｃ）前記特定のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定する段階と、
　（ｄ）前記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを前記第２のＩＰアドレスにルーテ
ィングするよう前記ユーザのネットワーク上のルータに具体的に命令するメッセージを前
記ユーザのネットワークに送信する段階であって、それにより、前記メッセージは、前記
第１のＩＰアドレスを包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネット
ワークサービスよりも、前記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングする
ための前記ユーザのネットワーク上の前記ルータの設定をもたらす、段階とを備える方法
。
【請求項２１】
　前記サービスプロバイダのネットワークは、サービスプロバイダにより提供され、
　（ａ）において受信したデータをルーティングする前記命令は、第２のネットワークサ
ービス上のトラフィックが利用レベルに達した場合、ホスト名に宛てられるデータを前記
第１のネットワークサービスに切り替えるよう命令するビジネスルールを有し、前記第２
のネットワークサービスは、サービスプロバイダのネットワークを介して前記サービスプ
ロバイダにより提供され、前記第１のネットワークサービス及び前記第２のネットワーク
サービスは、インターネットへの接続性を提供し、
　前記方法は、
　前記第２のネットワークサービス上のトラフィックが前記利用レベルに達したことを決
定する段階と、
　前記トラフィックが前記利用レベルに達したことが決定された場合に、前記段階（ｂ）
から前記段階（ｄ）を実行する段階であって、好ましくは、前記送信されたメッセージは
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、ボーダーゲートウェイプロトコルサービスメッセージである、段階と
　をさらに備え、
　前記決定する段階（ｂ）は、
　前記第１のＩＰアドレスを決定すべく、ドメイン名サービス上で前記名前を検索する段
階と、
　ローカルキャッシュ上の前記名前を検索する段階と
　のうちの少なくとも一方をさらに含み、
　ドメイン名サービス上の前記名前を検索する前記段階は、期限切れではないマッチが前
記ローカルキャッシュ上で見つけられなかった場合に発生し、
　好ましくは、前記特定のネットワークサービスは、前記第１のネットワークサービスで
あり、前記メッセージによる前記設定は、前記ルータに、前記第２のネットワークサービ
スではなく前記第１のネットワークサービス上に、前記第１のＩＰアドレスに宛てられた
、データをルーティングさせる、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　（ｅ）前記第１のネットワークサービス上で第１のパケットを受信する段階であって、
前記第１のパケットは、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを有する、段階と、
　（ｆ）前記第１のパケットの前記宛先ＩＰアドレスが前記第１のＩＰアドレスであると
決定する段階と、
　前記第１のパケットが前記第１のＩＰアドレスを有すると決定された場合、
　　（ｇ）変換済みＩＰアドレスで置き換えるべく前記第１のパケットの前記送信元ＩＰ
アドレスを変更する段階であって、それにより、前記変換済みＩＰアドレスに宛てられた
リターントラフィックは、前記第１のネットワークサービスにルーティングされる、段階
と、
　　（ｈ）前記変更された送信元ＩＰアドレスを有する前記第１のパケットを転送する段
階と、
　（ｉ）前記ネットワークのサービスプロバイダから第２のパケットを受信する段階であ
って、前記第２のパケットは、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを有する、段階
と、
　（ｊ）前記第２のパケットが前記変換済みＩＰアドレスを有すると決定する段階と、
　前記第２のパケットが前記変換済みＩＰアドレスを有すると決定された場合、
　　（ｋ）前記第１のＩＰアドレスで前記変換済みＩＰアドレスを置き換えるべく前記第
２のパケットの前記宛先ＩＰアドレスを変更する段階と、
　　（ｌ）前記変更された宛先ＩＰアドレスを有する前記第２のパケットを転送する段階
であって、前記変更する段階（ｇ）及び前記変更する段階（ｋ）は、前記第１のネットワ
ークサービスを通じて転送されたリターントラフィックが前記第１のネットワークサービ
スにルーティングされるようにする、段階と
　をさらに備える、請求項２０又は２１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　本発明の広さ及び範囲は、上述の例示的実施形態の何れによっても限定されるべきでは
なく、以下の特許請求の範囲及びその均等物のみに従って定義されるべきである。
［項目１］
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するための方法であ
って、
　（ａ）ホスト名に宛てられた、ユーザのネットワークからのデータを、特定のネットワ
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ークサービス上にルーティングする命令を上記ユーザから受信する段階と、
　（ｂ）上記ホスト名によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスをホスト名に
従って決定する段階と、
　（ｃ）上記特定のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定する段階と、
　（ｄ）上記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを上記第２のＩＰアドレスにルーテ
ィングするよう上記ユーザのネットワーク上のルータに具体的に命令するメッセージを上
記ユーザのネットワークに送信する段階であって、それにより、上記メッセージは、上記
第１のＩＰアドレスを包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネット
ワークサービスよりも、上記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングする
ための上記ユーザのネットワーク上のルータの設定をもたらす、段階と、
　を備える方法。
［項目２］
　上記決定する段階（ｂ）は、上記第１のＩＰアドレスを決定すべく、ドメイン名サービ
ス上で上記ホスト名を検索する段階を有する、項目１に記載の方法。
［項目３］
　上記決定する段階（ｂ）は、さらに、ローカルキャッシュ上で上記ホスト名を検索する
段階を有し、ドメイン名サービス上で上記ホスト名を検索する上記段階は、期限切れでは
ないマッチが上記ローカルキャッシュ上で見つけられなかった場合に発生する、項目２に
記載の方法。
［項目４］
　（ｅ）上記ホスト名が上記ドメイン名サービスから検索された後、ある時間が経過した
と決定する段階と、
　（ｆ）上記時間が経過したと決定された場合、上記ローカルキャッシュにおいて上記ホ
スト名のエントリを期限切れにする段階と、
　をさらに備える項目３に記載の方法。
［項目５］
　上記第１のネットワークサービス及び上記第２のネットワークサービスは、インターネ
ットへの接続性を提供し、上記送信する段階（ｄ）は、ボーダーゲートウェイプロトコル
サービスメッセージを上記ユーザのネットワークに送信する段階を有する、項目１から４
の何れか一項に記載の方法。
［項目６］
　上記第２のネットワークサービスは、サービスプロバイダのネットワークを介して上記
サービスプロバイダによって提供される、項目５に記載の方法。
［項目７］
　（ａ）で受信されたデータをルーティングする上記命令は、上記第２のネットワークサ
ービス上のトラフィックが利用レベルに達した場合、上記ホスト名を有するトラフィック
を上記第１のネットワークサービスに切り替えるよう命令するビジネスルールを備え、上
記方法は、さらに、
　（ｅ）上記第２のネットワークサービス上のトラフィックが上記利用レベルに達したと
決定する段階を備え、
　段階（ｂ）－（ｄ）は、上記トラフィックが、（ｅ）において上記利用レベルに達した
と決定された場合に起こる、項目６に記載の方法。
［項目８］
　上記第２のネットワークサービスは、上記第１のネットワークサービスの上記サービス
プロバイダとは異なる他のサービスプロバイダによって提供される、項目５から７の何れ
か一項に記載の方法。
［項目９］
　（ｅ）上記第１のネットワークサービス上で、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレ
スを有する第１のパケットを受信する段階と、
　（ｆ）上記第１のパケットの上記宛先ＩＰアドレスが上記第１のＩＰアドレスであると
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決定する段階と、
　上記第１のパケットが上記第１のＩＰアドレスを有すると決定された場合、
　　（ｇ）変換済みＩＰアドレスで置き換えるべく上記第１のパケットの上記送信元ＩＰ
アドレスを変更する段階であって、それにより、上記変換済みＩＰアドレスに宛てられた
リターントラフィックは、上記第１のネットワークサービスにルーティングされる、段階
と、
　　（ｈ）上記変更された送信元ＩＰアドレスを有する上記第１のパケットを転送する段
階と、
　（ｉ）上記ネットワークのサービスプロバイダから第２のパケットを受信する段階であ
って、上記第２のパケットは、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを有する、段階
と、
　（ｊ）上記第２のパケットが上記変換済みＩＰアドレスを有すると決定する段階と、
　上記第２のパケットが上記変換済みＩＰアドレスを有すると決定された場合、
　　（ｋ）上記第１のＩＰアドレスで上記変換済みＩＰアドレスを置き換えるべく、上記
第２のパケットの上記宛先ＩＰアドレスを変更する段階と、
　　（ｌ）上記変更された宛先アドレスを有する上記第２のパケットを転送する段階であ
って、上記変更する段階（ｇ）及び上記変更する段階（ｋ）は、上記第１のネットワーク
サービスを通って転送されるべきリターントラフィックが上記第１のネットワークサービ
スにルーティングされるようにする、段階と、
　をさらに備える項目１から８の何れか一項に記載の方法。
［項目１０］
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するためのシステム
であって、
　ホスト名に宛てられた、上記ユーザのネットワークからのデータを上記第１のネットワ
ークサービスにルーティングする命令をユーザから受信するポータルモジュールと、
　上記ホスト名によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスを上記ホスト名に従
って決定し、上記第１のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定するＤＮＳ検
索モジュールと、
　上記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを上記第２のＩＰアドレスにルーティング
するようルーティングテーブルに具体的に命令するメッセージを上記ユーザのネットワー
クに送信するルータであって、それにより、上記メッセージは、上記第１のＩＰアドレス
を包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネットワークサービスより
も、上記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングするための上記ユーザの
ネットワーク上のルータの設定をもたらす、ルータと、
　を備えるシステム。
［項目１１］
　上記ＤＮＳ検索モジュールは、ドメイン名サービス上で上記ホスト名を検索して上記第
１のＩＰアドレスを決定する、項目１０に記載のシステム。
［項目１２］
　ＤＮＳ検索モジュールはローカルキャッシュ上で上記ホスト名を検索し、期限切れでは
ないマッチが上記ローカルキャッシュ上で見つけられなかった場合、上記ドメイン名サー
ビス上での上記ホスト名の上記検索が発生する、項目１１に記載のシステム。
［項目１３］
　上記ホスト名が上記ドメイン名サービスから検索された後、ある時間が経過したと決定
し、上記時間が経過したと決定された場合、上記ローカルキャッシュ内の上記ホスト名の
エントリを期限切れにするリフレッシュモジュール
　をさらに備える項目１２に記載のシステム。
［項目１４］
　上記第１のネットワークサービス及び上記第２のネットワークサービスは、インターネ
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ットへの接続性を提供し、上記ルータは、ボーダーゲートウェイプロトコルサービスメッ
セージとして上記メッセージを上記ユーザのネットワークに送信する、項目１０から１３
の何れか一項に記載のシステム。
［項目１５］
　上記第２のネットワークサービスは、サービスプロバイダのネットワークを介して上記
サービスプロバイダによって提供される、項目１４に記載のシステム。
［項目１６］
　データをルーティングする上記命令は、上記第２のネットワークサービス上のトラフィ
ックが利用レベルに達した場合、上記ホスト名を有するトラフィックを上記第１のネット
ワークサービスに切り替えるよう命令するビジネスルールを含み、上記システムは、さら
に、
　上記第２のネットワークサービス上のトラフィックが上記利用レベルに達したと決定す
るポリシーモジュールを備え、
　上記ルータは、上記トラフィックが、（ｅ）において上記利用レベルに達したと決定さ
れた場合、上記メッセージを送信する、項目１５に記載のシステム。
［項目１７］
　上記第２のネットワークサービスは、上記第１のネットワークサービスの上記サービス
プロバイダとは異なる他のサービスプロバイダによって提供される、項目１４から１６の
何れか一項に記載のシステム。
［項目１８］
　上記ルータは、上記第１のネットワークサービス上で、送信元ＩＰアドレス及び宛先Ｉ
Ｐアドレスを有する第１のパケットを受信し、上記第１のパケットの上記宛先ＩＰアドレ
スは上記第１のＩＰアドレスであると決定し、上記ルータはさらに、
　上記第１のパケットが上記第１のＩＰアドレスを有すると上記ルータが決定する場合：
（ｉ）変換済みＩＰアドレスに宛てられたリターントラフィックが上記第１のネットワー
クサービスにルーティングされるように、上記変換済みＩＰアドレスで置き換えるべく上
記第１のパケットの上記送信元ＩＰアドレスを変更し、（ｉｉ）上記変更された送信元Ｉ
Ｐアドレスを有する上記第１のパケットを転送するアドレス変換モジュールを備え、
　上記ルータは、上記ネットワークのサービスプロバイダから、送信元ＩＰアドレス及び
宛先ＩＰアドレスを有する第２のパケットを受信し、上記第２のパケットが上記変換済み
ＩＰアドレスを有すると決定し、
　上記アドレス変換モジュールは、上記第２のパケットが上記変換済みＩＰアドレスを有
すると上記ルータが決定する場合：（ｉ）上記第１のＩＰアドレスで上記変換済みＩＰア
ドレスを置き換えるべく上記第２のパケットの上記宛先ＩＰアドレスを変更し、（ｉｉ）
上記変更された宛先アドレスを有する上記第２のパケットを転送し、それにより、上記第
１のパケットの送信元アドレス及び上記第２のパケットの宛先アドレスの上記変更は、上
記第１のネットワークサービスを通って転送されるべきリターントラフィックが上記第１
のネットワークサービスにルーティングされるようにする、項目１０から１７の何れか一
項に記載のシステム。
［項目１９］
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するための方法を少
なくとも１つの機械に実行させるプログラムであって、当該方法は、
　（ａ）ホスト名に宛てられた、上記ユーザのネットワークからのデータを特定のネット
ワークサービス上にルーティングする命令を上記ユーザから受信する段階と、
　（ｂ）上記ホスト名によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスを上記ホスト
名に従って決定する段階と、
　（ｃ）上記特定のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定する段階と、
　（ｄ）上記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを上記第２のＩＰアドレスにルーテ
ィングするよう上記ユーザのネットワーク上のルータに具体的に命令するメッセージを上
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記ユーザのネットワークに送信する段階であって、それにより、上記メッセージは、上記
第１のＩＰアドレスを包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネット
ワークサービスよりも、上記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングため
の上記ユーザのネットワーク上のルータの設定をもたらす、段階とを備える、
　プログラム。
［項目２０］
　上記方法は、さらに、
　（ｅ）第１のネットワークサービス上で、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを
有する第１のパケットを受信する段階と、
　（ｆ）上記第１のパケットの上記宛先ＩＰアドレスが上記第１のＩＰアドレスであると
決定する段階と、
　上記第１のパケットが上記第１のＩＰアドレスを有すると決定された場合：
　　（ｇ）変換済みＩＰアドレスで置き換えるべく、上記第１のパケットの上記送信元Ｉ
Ｐアドレスを変更する段階であって、それにより、上記変換済みＩＰアドレスに宛てられ
たリターントラフィックは、上記第１のネットワークサービスにルーティングされる、段
階と、
　　（ｈ）上記変更された送信元ＩＰアドレスを有する上記第１のパケットを転送する段
階と、
　（ｉ）上記ネットワークのサービスプロバイダから第２のパケットを受信する段階であ
って、上記第２のパケットは、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを有する、段階
と、
　（ｊ）上記第２のパケットが上記変換済みＩＰアドレスを有すると決定する段階と、
　上記第２のパケットが上記変換済みＩＰアドレスを有すると決定された場合：
　　（ｋ）上記第１のＩＰアドレスで上記変換済みＩＰアドレスを置き換えるべく、上記
第２のパケットの上記宛先ＩＰアドレスを変更する段階と、
　　（ｌ）上記変更された宛先アドレスを有する上記第２のパケットを転送する段階であ
って、上記変更する段階（ｇ）及び上記変更する段階（ｋ）は、上記第１のネットワーク
サービスを通って転送されるべきリターントラフィックが上記第１のネットワークサービ
スにルーティングされるようにする、段階をさらに備える、
　項目１９に記載のプログラム。
［項目２１］
　ユーザのネットワークをサービスプロバイダのネットワークと接続する第１のネットワ
ークサービス上にデータをルーティングするようネットワークを設定するための、コンピ
ュータによって実施される方法であって、
　（ａ）名前によって特定されるホストに宛てられた、上記ユーザのネットワークからの
データを特定のネットワークサービスを通じてルーティングする命令をユーザから受信す
る段階と、
　（ｂ）上記名前によって特定されたサーバを指す第１のＩＰアドレスを名前に従って決
定する段階と、
　（ｃ）上記特定のネットワークサービスの第２のＩＰアドレスを決定する段階と、
　（ｄ）上記第１のＩＰアドレスに宛てられたデータを上記第２のＩＰアドレスにルーテ
ィングするよう上記ユーザのネットワーク上のルータに具体的に命令するメッセージを上
記ユーザのネットワークに送信する段階であって、それにより、上記メッセージは、上記
第１のＩＰアドレスを包含するより一般的なルーティングエントリを有する第２のネット
ワークサービスよりも、上記第１のネットワークサービス上にデータをルーティングする
ための上記ユーザのネットワーク上のルータの設定をもたらす、段階とを備える
　コンピュータによって実施される方法。
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